
一般社団法人 日本カンボジア協会

拝啓
向寒の候、会員の皆様におかれましては益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。

2025年11月10日〜12日に第5回ビジネス投資視察団を実施いたしました。
本年JCAが重点的に推進してきた「三本の矢」——
1）職業訓練　2）農産業　3）デジタルパーク構想
の３分野を中心に、初参加11社を含む計30社36名の皆様にご参加いただきました。

参加企業がそれぞれ明確な目的を持ち、省庁・政府機関を訪問し、進行中プロジェクトの進捗報告、
新規案の提案・意見交換を行いました。

⸻

■ 表敬・訪問先（訪問順）
 1. サムデック・テチョ・フンセン議長
 2. ヘン・スア労働訓練大臣
 3. バンデート郵電大臣
 4. サムデック・モハ・ボルボー・ティパダイ・フン・マネット首相
 5. サラクモニー商務省長官
 6. コイ・バニー保健省長官
 7. シハモニ国王陛下 拝謁
 8. デービッド農業省長官
 9. ロムニー教育省長官

加えて、
 • くっくま孤児院
 • JCA会員の送り出し機関 Kakehashi Solution
 • AEON等の商業施設視察
も行われました。

民間連携では、YEAC、ACLEDA銀行顧客など80社以上の現地企業とのマッチングも実施。
多角的な分野で協議が深まり、次のステップに繋がる訪問となりました。
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◼️ 主要分野別のハイライト

【１）職業訓練分野】

2026年に向けて以下の新プロジェクトが始動します。
 • 看護師トレーニングセンター設置
 • 「職人道場」構想（建設分野13カテゴリーの技能者育成）
人材教育はカンボジア政府の最重点政策であり、JCAとしても引き続き貢献してまいります。

⸻

【２）農産業分野：CAFE25での大きな反響】

今年のCAFE25では、農業省と１年以上の議論を経て、会場中心部に JCA 4ブースを配置。

テーマは
“With Japan — Creating the Future: Cambodia Resources × Japan Innovation”

展示内容：
 • カンボジア産南国鯛（ティラピア）加工品
 • ジャックフルーツ代替肉の試作品（循環型農業のモデル）
 • 日本産フルーツシロップ

特にジャックフルーツ代替肉は、廃棄されていた資源を製品化する「リサイクルアグリカルチャー」
の象徴として、現地メディア・来場者から高い注目を集めました。

⸻

【３）デジタルパーク構想】

日本の総務省 × 郵電省のデータベースセンタープロジェクトとの連動の中で、
JCA会員である日本工営様がマスタープラン策定を担う 方向で協議が前進。

日本の優れたITベンチャーとの連携促進も視野に、官民双方で議論が加速しております。

⸻

■ 総括

初めてカンボジアを訪れた参加企業からも、「可能性を強く感じた」「ぜひ継続して進めたい」
という声が多く寄せられ、次期プロジェクトへの意欲が高まる視察団となりました。

本視察団は、会員の皆様のご理解・ご協力なくしては成立いたしません。
改めて心より御礼申し上げます。

⸻

■ 結びに

年末に向けて何かとご多忙の時期かと存じますが、どうぞお身体ご自愛ください。
今後とも、JCAの活動への変わらぬご支援・ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

敬具
日本カンボジア協会（JCA）
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日本カンボジア協会（JCA）は、日・カンボジア両国の交流促進と日本企業の海外展開支援に取り組
む公益性の高い団体として、より一層の健全な運営と透明性の向上を目的に、下記の通り会員制度お
よびガバナンス体制の強化を行うことといたしました。

本取り組みは、協会の信頼性を高め、会員の皆様がより安心して活動に参加いただける環境づくりを
目的としております。

⸻

■ 1. 法人会員の審査手続の強化

法人会員について、今後は以下の手続きを必須といたします。
1. 登記簿謄本（6か月以内）の提出
2. 理事会による入会承認
3. 担当理事によるオンライン面談の実施

これにより、協会の理念に沿った企業の参加を確保し、より健全なネットワーク形成を図ってまいり
ます。

⸻

■ 2. 個人会員の申請方法の変更

個人会員については、
現会員による紹介制に移行いたします。

協会の品位保持および、国際交流の場としてふさわしいコミュニティ運営を継続するための措置で
す。

⸻

■ 3. 継続的なガバナンス向上の取り組み

当協会は今後も
• 透明性
• 公正性
• 安全性
を最優先に、
会員制度および運営の改善を継続してまいります。

会員の皆様には、引き続きご理解とご協力を賜れますよう、何卒よろしくお願い申し上げます。

日本カンボジア協会（JCA）事務局
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